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2. 本年度WG会合開催実績 
 
（１）第１回：平成 19年 4月 19日 
（２）第２回：平成 19年 7月 9日 
（３）第３回：平成 19年 8月 20日 
（４）第４回：平成 19年 9月 10日 
（５）第５回：平成 19年 10月 8日 
（６）第６回：平成 19年 11月 12日 
（７）第７回：平成 19年 12月 10日 
（８）第８回：平成 20年 1月 9日 
（９）第９回：平成 20年 2月 15日 
（10）第 10回：平成 20年 3月 16日 
  
3. 活動目的 
 
 平成 16-18 年度の「地球周回軌道にお

けるアストロバイオロジー実験研究班 WG

（代表、小林憲正）では地球周回軌道上

でのアストロバイオロジー実験の検討を

重ねた。その結果、重要な実験の一つと

して、ISS/JEM 曝露部実験「有機物・微生

物の宇宙曝露と宇宙塵・微生物の捕集：

たんぽぽ」を提案するに至った。この提

案では、高性能エアロゲルを用いて、曝

露部で微生物、有機物、宇宙塵の捕集を

行うと同時に、有機物と微生物の宇宙空

間での曝露実験を行うことを提案してい

る。本 WG では ISS/JEM 曝露部実験の為の

準備実験の打合せ、結果検討、曝露部実

験装置の開発設計打合せを行うことによ

り、計画中の曝露部実験の準備を行うこ

とを目的とする。 

 
4. 活動内容 
 
提案中の ISS/JEM 曝露部実験「「有機物・

微生物の宇宙曝露と宇宙塵・微生物の捕



集：たんぽぽ」においては、低密度シリ

カゲル（エアロゲル）によりダストを捕

捉し、その中に含まれている微生物，有

機物，鉱物の分析を行う予定である。ま

た、微生物、有機物を金属セルの孔に固

定し宇宙空間で曝露する予定である。 

本WGでは実験実施の準備として以下の準

備の為の会合を持ち検討を行った。 

１． エアロゲルに超高速で衝突し

たダストの極微量の有機物や微生物、鉱

物の解析方法の確立が重要である。この

点の準備実験を別途宇宙科学研究本部の

二段式軽ガス銃を用いて検証した。その

結果、JEM 実験で微生物および有機物がエ

アロゲルを用いることで捕捉可能である

ことが示された。 

２． 曝露部で用いる微粒子捕捉装

置の設計、打合せ、試作が必要となる。

つまり、エアロゲルの密度、組成の選定

決定をおこない、0.01g/cc の超低密度ゲ

ルをもちいた微粒子捕捉が可能であるこ

とを示した。 

３． 微生物宇宙環境曝露実験の為

の微生物の種類の選定を行った。 

４． 曝露実験では金属セルに孔を

あけて微生物をその孔に固定する予定で

あるが、孔の形、固定方法を決定した。 

５． エアロゲル（5cm x 5cm x 4cm

程度）や微生物曝露の為の金属セル（5cm 

x 5cm x 4cm 程度）を一つのトレイ（20cm 

x 30cm x 3cm 程度）に固定する。トレイ

設計をおこなった。 

６． トレイを複数枚、パネルとして

親装置に結合する。パネルの設計と親装

置への結合方法を設計した。 

 

5. 成果 
 
応募状況 
 
以上の検討結果を、JEM曝露部ポート
共有利用候補ミッション「有機物・微
生物の宇宙曝露と宇宙塵・微生物の捕
集（たんぽぽ）」概念設計報告書とし
て報告し、候補ミッションとして選定
された。 
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